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 10月15日金曜日、中学部1年生がスクールバスに乗り「横須賀美術館」に行ってきました。 

久しぶりに集まった1年生の校外での活動は、笑顔があふれていました。 

『ビジュツカンノススメ アートを楽しむ４つのヒント』という特設された作品をみんなで見

学しました。事前学習で約束した☆みんなで守りたいこと☆をしっかりと確かめながら、短

い時間でしたが美術作品を楽しむことができました。 

 令和4年、2022年が始まりました。あけましておめでとうございます。 

 今年の元旦は、空気がキーンと冷え込んだ冬の朝でしたが、穏やかに晴れ渡った一日になりまし

た。横須賀では初日の出がきれいに見られました。 

 今年の干支は「寅」です。寅といって思い出すのは、寅さんシリーズの映画「男はつらいよ」で

す。私の知り合いに寅さんの大ファンの方がいて、よく寅さんのことについて語っていました。私

も話題を合わせるのに何度か映画を観ようとトライしましたが、なぜか最後まで観ることもでき

ず、共感できないまま今に至っています。 

 映画の好みだけでなく、ものの感じ方や捉え方など本当に人それぞれです。人と人とが支え合っ

て生活する中で、この感覚の違いは尊重すべき重要な点です。 

 多様性の時代といわれて久しい今日この頃ですが、本当に多様性を受容できているのか、再度確

認する必要があります。今年は、子どもたちが将来過ごしやすい多様性が尊重された世

の中をめざす取り組みを、進めていきたいと考えます。 

 今年もよろしくお願いします。           校長  小谷 亜弓 

 

 

小学部5年生になると校内で宿泊学習をします。14時30分に他の学年の子供たちが下校下後に、宿

泊学習がスタートします。始めはレクの時間。マイムマイムを楽しく踊ったり、プロジェクション

マッピングで水族館の気分を味わったりしました。夕方にはYRPにある「ローズテリア」でレストラ

ン体験。すっかり日が暮れた中での外出に、子どもたちはドキドキしたようです。学校に帰ってき

て入浴して就寝。学校の夜を体験しました。いつもより早く寝てしまう子、夜中まで眠れない子、

それぞれの夜を過ごしました。二日目の朝、お迎えに来たお家の方に、「お泊りできたよ」と

ちょっと誇らしげな表情をしていました。 



 

 

 ＹＹボイス！市立養護学校へのご意見を「YYボイス」として受けています。 
プラットホームの赤いポストに入れてください。用紙は長机にあります。 
感想・ご意見等お待ちしています。 
 

学校代表メールアドレス        admini@yougo-sh.yknet.ed.ｊｐ 

マリノスサッカーキャラバンが今年度も開催されました。 

マリノスのコーチ紹介後、「マリノスケ～」の合図で登場したマリノスケに子どもたちは 

「大きい！」「わぁ～」と感嘆の声をあげ目を輝かせていました。みんなで体操をした後、カ

ラーコーンに向かってボールを蹴る練習やドリブルしながらゴールにシュートする練習でサッカー

と親しみました。 

最後は、コーチ&マリノスケチームVS各クラスの試合が行われ、フィールドで

戦う子どもの熱気や歓声で会場は大盛り上がりでした。 

授業後、マリノスケが小学部の教室へ行き写真撮影をしました。 

突然のマリノスケの登場に小学部の子どもたちは驚いた様子でしたが、笑顔

で写真を撮ることができました。 

 

 八景島に吹く風を跳ね返すように、子ども一人一人の表情は、当日のお天気以上に晴れやかで生

き生きとしていました。買い物タイムは、事前のアンケートのおかげでスムーズに進み、思い思い

のお土産を手に嬉しそうにバスに乗り込みました。あゆみ荘では、美味しい食事と広いお風呂で疲

れを癒やし、誰一人体調を崩すことなく学校へ戻ることができました。当日まで、ご家庭で体調管

理に気を配っていただいたおかげと感謝しています。様々な場面での、一人一人のすてきな笑顔が

忘れられない思い出深い旅行でした。 

 

アカペラコーラスグループ「チーム・ほのぼの」の7人をお招きし、弘済会「ほのぼのコンサート」

を行いました。オープニング曲が流れると動きを止めて、子どもたちの表情が変わり歌声に集中して

いました。その後は、“smile”、“What a wonderful world"、みんな大好きな“ジブ

リメドレー”、“With”、“明日へ向かう”、“風になりたい”を鑑賞しあっという間

の35分間。アンコールは“ソレアード（未来のこどもたち）”という作者の想いがこ

もった曲でした。なかでも、オリジナルソング“明日へ向かう”は各クラスで手話をつ

けて練習していたので「いつも流れてた曲だ！」と生演奏に聞き入っていました。それ

ぞれが身体を揺らし、口ずさみ、手拍子や手話で楽しみ素敵なコンサートになりました。 

 


